
 
 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手持ちしょく台でロウソクに点灯 

大しょく台の下にはマットを敷く 

事前準備（持ち物） 

１．団体 □救急道具 □ろうそく（※下記参照） 

 □着火道具 □進行原稿 □ＣＤ 

２．施設 □大しょく台 □手持ちしょく台 □マット 

     □音響器具一式 □雑巾、掃除用具 

 □指導用資料【資料 32】 

 

実際の活動（例） 
《実施日まで》 

１．ネイパル職員と打合せ（活動内容説明） 

２．活動場所の下見 

３．引率者による事前指導（役割決め、進行原稿作成） 

４．事前準備、確認 

《当日》 

１．用具貸出、会場準備 

２．活動実施 

  ・活動の流れ、安全、用具の説明 

３．用具返却、清掃（体育館の現状復帰） 

  ・床にろうそくが垂れた場合は、必ず全部削り取る 

（床を傷付けないように注意する） 

 

指導・安全確保 
 １．引率者が、指導や安全確保を行う 

・人数や体調の確認をこまめに行う 

  ・火の取扱いには、特に注意する 

※別紙資料を事前に確認し、指導に活用する 

 

留意点 
１．「キャンドルの集い進行例」【資料 28】などを参考に、

進行原稿を事前に準備する 

２．ろうそくの本数とサイズ（目安） 

  ・大しょく台  ～12本、10ｃｍ以上 

  ・手持ちしょく台～人数分、10ｃｍ程度 

  ※事前下見の際に確認することが望ましい 

活動をした方の声 「幻想的な炎に包まれ、自分自身を見つめ、仲間と語り合えたことがとても印象に残った」 

 

   「体験的な活動の充実」  

 

厳粛な雰囲気の中で神聖な火の下に集い、友情と親睦を深めます。集いの企

画や運営を通して、リーダー性や協力性を養う機会にもできるでしょう。 

活動紹介 


